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研究成果の概要（和文）：標準模型を超える新物理を探索する手段としてミューオンの稀崩壊を探索することに
よりその手がかりをつかもうとする実験的手法が注目を集めている。本研究では大強度パルスミューオンビーム
によりミューオン・電子転換事象探索を行うにあたり、必要なミューオンビームを精緻に診断し実験感度を最大
化するために必要となる検出器を開発した。必要とするミューオンビームは低運動領域で広い運動量範囲に渡っ
ている。このため、ビーム診断用の検出器として、超低物質量のストロー飛跡検出器、高速応答が可能で高いエ
ネルギー分解能を備えたLYSOカロリメータ検出器を建設して、それらの性能評価を実施した。

研究成果の概要（英文）：Searches for muon rare decays are drawing attention as a clue to the physics
 beyond the Standard Model in particle physics. We have developed a detector system to diagnose a 
muon beam for the search of the muon to electron conversion using a high-intensity muon beam. The 
muon beam in such purpose has a wide momentum range in low momentum region, thus we developed and 
successfully constructed a system composed of ultra-low material tracking detector using straw tubes
 and LYSO crystal calorimeter with fast response and good energy resolution. We conducted a 
performance evaluation test of this system  in this research program.

研究分野：素粒子実験

キーワード： 素粒子実験　量子ビーム
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なヒッグス粒子の精密計測とは異なる方法
で新物理の可能性を探ることもまた重要で
ある。
ミューオンの稀崩壊探索はまさにそのよう
な手法の一つであり、実験感度を極限にまで
高めて探索を行うことにより新物理の可能
性を探る実験が世界中で計画・進行中である。
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際、大強度陽子加速器施設
は、μ
の一つとして定め、施設整備計画を進めてい
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ンビームを
するために必要な基礎的研究を推進する。
 
３．研
J-PARC
最高感度で
る実験が
では段階的に施設を建設することにより、最
終的には
げることを目標として
これを実現するためには
なるミューオンビームを実験に最適化する
ことが不可欠である。
研究ではミューオンビームを診断するため
の装置開発を中心に行った。
ーム診断を行うための装置は、飛跡検出器
カロリメータ
出器は低
め物質量を低減する必要
空中で
出器を
エネルギー
の入射位置の位置分解能も要求されること
から、
げること
定器分解能を達成しつつ高レートビームの
入射にも耐えられるように、高速応答が可能
な結晶が選定され、本研究では
採用して研究を進めた。
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